
 

Ⅳ-22-1

Ⅳ-22.シフトパターンの登録 

概 要        １日に必要な人員を計画します。閑散期や繁忙期など、1日に必要な 
       人員をあらかじめ登録しておきます。 
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画面説明 

 (1) 新規              新しくシフトパターンを登録するために、画面に表示している状態 
            をクリアします。 
 
 (2) 登録              画面に表示しているシフトパターンを登録します。 
 
 (3) 削除              シフトパターン一覧にて選択されているシフトパターンを削除しま 
                       す。 
 
 (4) 複写(別ｺｰﾄﾞ)      シフトパターン一覧にて選択されているシフトパターンを別のｺｰﾄﾞ 
                       で登録できるように表示します。 
 
 (5) 職場構成日    職場構成の日付を指定します。この日付をもとに職場構成を表示し 
                       ます。 
                         
 (6) 職場参照      職場一覧ダイアログを表示します。シフトパターンのグループが表 
                       示されます。 
 
 (7) 職場送りボタン    ｢≪｣ボタンを押下するとシフトパターンのグループを前のグループ 
            の表示に切り替えます。 
            ｢≫｣ボタンを押下するとシフトパターンのグループを次のグループ 
                       の表示に切り替えます。 

《シフトパターンの登録 画面イメージ》

《シフトパターンの登録 項目説明》 
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 (8) 複写(別職場)       シフトパターン一覧に表示されているシフトパターンを別のシフト 
                        パターンのグループに複写できます。 

《シフトパターン複写 画面イメージ》 
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 (1) ＜複写元＞        複写元のグループ名が表示されます。 
 
 (2) 職場構成日    職場構成の日付を指定します。この日付をもとに複写先の 
            職場構成を表示します。  
 
 (3) コード 検索       入力欄に入力した職場コードを検索します。 
 
 (4) グループ一覧      複写先のグループ一覧が表示されます。この一覧から複写先 
            のグループを選択します。 
 
 (5) 複写するシフトパターン一覧     
            複写元のグループに登録されているシフトパターンが一覧で 
            表示されます。シフトパターンの条件に個人が登録されてい 
            る場合、個人は複写されません。 
                         
 (6) 同じコードのシフトパターンが存在する場合は上書きしない。 
             チェックがついていない場合、複写先のコードが同じシフト 
            パターンに上書きされます。 
 
 (7) 決定         複写を実行します。 
 
 (8) 取消       処理を中止し、シフトパターンの登録画面に戻ります。 
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 (9) シフトパターン一覧 設定済みのシフトパターンを表示しています。 
 
 (10)ｺｰﾄﾞ(数値3桁)      職場毎に設定するシフトパターンのコードを入力します。 
 
 (11)名称(全角10文字)   職場毎に設定するシフトパターンの名称を入力します。 
 
 (12)利用区分           設定したシフトパターンを利用するかどうかを設定します。 
                        ※利用しないに設定すると、『シフトパターンの割り付け』にて、 
                          割り付け選択リストに表示されなくなります。  
                                              
 (13)備考               備考を入力します。                               
 
 (14)目安時間           画面に表示されている勤務条件の労働時間の合計を表示しています。 
 
 (15)目安金額           画面に表示されている勤務条件の労働時間に単価を掛けた金額の合 
                        計を表示しています。 
 
 (16)行追加             新規で行を追加します。 
 

(17)行削除             選択されている行を削除します。 

 

クリック 

 

クリック
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 (18)行コピー           選択されている行をコピーします。 
 

 (19)移動              選択されている行を押した矢印の向きに移動します。 

(20)ガントチャートの操作単位 
           ガントチャートを操作する際の単位を指定します。 
           (5分、10分、15分、30分、60分) 

(21)各条件設定         雇用、分類、職位、資格、役割、個人、勤務種類、就業時間帯の条 
           件を運用に合わせて設定することができます。 

                       ※詳細はPOINT1を参照してください。 

 

 

クリック

↑をクリックすると選択行が上
に移動します。 

クリック

クリック

↓をクリックすると選択行が下
に移動します。 
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雇用、分類、職位、資格、役割、個人、勤務種類、就業時間帯の条件を運用に合わせて 
設定できます。 
 
※『各種機能の設定』-「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ(職場毎)」の｢条件設定｣にて利用する条件に加え 
   た項目が表示されます。 

     ①雇用          シフトに特定の雇用を設定できます。

雇用欄をクリックすると雇用ダイア
ログが表示されます。 
この設定例は遅番には必ず正社員を
割り当てるという設定です。 

クリック 
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     ②分類          シフトに特定の分類を設定できます。 

     ③職位          シフトに特定の職位を設定できます。 

職位欄をクリックすると職位ダイ
アログが表示されます。 
この設定例は、遅番で勤務する人
は看護部長、看護師長、主任看護
師の中から1人を割り当てるとい
う設定です。 

クリック

分類欄をクリックすると分類ダイア
ログが表示されます。 
この設定例は遅番で勤務する人は、
フロアＡからフロアＢに所属してい
る人のうち1人を割り当てるという
設定です。 

クリック
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     ④資格          シフトに特定の資格を設定できます。 

                 選択したすべての条件・・・選択したすべての資格を取得していなければ、 
                                           シフト条件が満たせません。 
 

     ※条件設定 いずれかの条件・・・・・・選択した資格のうちどれか一つでも取得して 
                                           いれば、シフト条件を満たしています。 
 

     ※複数条件を選択し、すべての条件を設定した場合は、「ALL＋設定した条件名」で、表 
       示されます。 

クリック
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     ⑤役割          シフトに特定の役割を設定できます。 

     ※条件設定については ④資格の｢条件設定｣の説明を参照してください。 

     ※役割名称は、勤次郎Webの『コード名称マスタ』にて追加・修正することができます。

クリック

 役割欄をクリックすると役割ダイアログが表示されます。 
 この設定例は遅番の勤務に配膳担当を割り当てる設定です。 
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     ⑥個人          シフトに特定の個人を設定することができます。 

クリック

 個人欄をクリックすると職場・個人ダイアログが表示されます。 
 この設定例は遅番の勤務に「日通 一郎」を割り当てる設定です。 

     ⑦勤務種類     勤務種類を設定することができます。 

クリック 
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     ⑧就業時間帯    シフトを設定することができます。 

クリック 

     ⑨単価          単価を入力することで、目安金額を算出できます。

     ※目安金額の算出方法は、項目説明(15)を参照してください。 
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     ⑩休憩          就業時間内に休憩の設定をすることができます。 

クリック

休憩欄をクリックすると休憩設定ダイアログが表示されます。 
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『各種機能の設定』－「機能の選択」－「設定5」にてスケジュールの予定開始・終了時 
刻を変更可能と設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■流動勤務の場合 
          ガントチャートの開始・終了時刻の変更及び全体的にスライドすることが可能で
す

  ■休憩について 
   1. 流動勤務の休憩時間を固定にする設定の場合 
    休憩時間帯をスライドさせることができます。 

 (22)ガントチャートの操作    
                        マウス操作で予定の開始・終了時刻を変更したり、休憩時間をスラ 
                        イドさせる事ができます。 
            ※詳細はPOINT2をご確認ください。 
 

   終了時刻を 
   変更 

   全体的に 
   右にスライド 

   休憩時間帯 
   をスライド 

   スケジュールの休憩時間をずらす運用の場合は、『就業時間帯の登録』の｢実 
   績での休憩計算方法」より"予定休憩に基づいて計算する"を指定しておく必要 
   があります。 
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クリック

  開始/終了時刻をスライドさせると 
休憩の時間帯が自動で変わります。 

   2. 流動勤務の休憩時間を固定にしない設定の場合 
    休憩時間帯は開始時刻からの経過時間にて自動的に表示されます。 
    （休憩時間帯をスライドさせることはできません。） 

     休憩時間帯を追加したい場合は休憩設定画面から追加してください。 
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(23)設定一覧           それぞれの項目の設定状況を１時間毎の割り当て時間とその合計値を 
                       表示します。

(24)項目別タブ         それぞれの項目の設定状況を一覧で表示します。 
                       ※ 詳細はPOINT3をご確認ください。 

     ①ALL           画面上に表示されている全てのシフトの１時間毎の割り当て時間とそ 
                     の合計値を表示します。 
 
     ②雇用          条件に雇用が設定されているシフトの１時間毎の割り当て時間とその 
                     合計値を表示します。 
 
     ③分類          条件に分類が設定されているシフトの１時間毎の割り当て時間とその 
                     合計値を表示します。 
 
     ④職位          条件に職位が設定されているシフトの１時間毎の割り当て時間とその 
                     合計値を表示します。 
 
     ⑤資格          条件に資格が設定されているシフトの１時間毎の割り当て時間とその 
                     合計値を表示します。 
 
     ⑥役割          条件に役割が設定されているシフトの１時間毎の割り当て時間とその 
                     合計値を表示します。 
 
     ⑦個人          条件に個人が設定されているシフトの１時間毎の割り当て時間とその 
                     合計値を表示します。 
 
     ⑧条件なし      条件が設定されていないシフトの１時間毎の割り当て時間とその合計 
           値を表示します。      

1 2 5 6 7 3 8 4 


